やまなし環境学習プログラム小学校高学年版


第3時　エコ川柳をよむ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　


目標：エネルギーを大切にする生活を理解し、身近なエコな方法を五七五で表現する。

	
	学習内容・活動
	指導上の留意点および支援の工夫
	教材資料

	導入

10
分


	1. 学習のねらいを確認

　今と昔のくらし


	「今日は、身近にできるエコな方法を学習します。」

「ワークシートを配るので、1枚とってください。今と昔の暮らしです。これまで学習してきたエネルギーに注目して、今と昔の違いを探してください。」

(2分後に答え合わせ)
	ワークシート3表

　今と昔のくらし

拡大コピーあるいはプロジェクター表示

板書

	展

開

25分
	2. ムダ家族とエコ家族
(1) ムダ家族とエコ家族を比べて間違いを探す。
(2) 班(男女)対抗など1つずつ答えを確認する。

3. エコチェック

　

4. エコ川柳

(1) 各自ができるエコ川柳を班ごとに考える。

(2) 各自が考えたエコ川柳1つを発表する。

(3) 発表したエコ川柳は黒板にマグネットではりつける。
	「ワークシートの裏側をみてください。ムダ家族とエコ家族です。どちらがエコ家族かわかりますか？　季節は冬です。ムダ家族のムダな部分に△、エコ家族のエコな部分に○をつけてください。」

(2分後に答え合わせ)

「みんながエコ活動をしていますか？　10個のエコチェックをしてください。」

(2分後に挙手で確認)

「8個以上○の人は手をあげてください。」

「環境学習のまとめとして、みんなでエコ川柳をよみます。短冊とペンを配るので、1人1個ずつとってください。短冊にエコな生活や行動を五七五で表現してください。」

(5分後にエコ川柳をよむ)

「それでは、発表できる人はいますか？」

　※自分の考えたエコ川柳と比べて発表を聞かせる
	ワークシート3裏

　ムダとエコの家族

拡大コピーあるいはプロジェクター表示

板書

ワークシート４

　エコチェック

ワークシート４

　エコ川柳の例

必要に応じて、ペン

画用紙(8切で短冊)
マグネット



	確認

10分
	5. まとめ


	「今回の環境学習で伝えたかったことは、　・・・。」

	板書

エコ川柳は

教室や廊下に掲示








生活を工夫することによりエネルギーを少なくできる























今は昔に比べて多くのエネルギーを使用している





(1) 化石燃料は便利であるが、CO2を排出し地球温暖化の原因


(2) 山梨県はCO2ゼロやまなしを目標に新エネと省エネを計画


(3) やまなしの未来のために身近なエコを実行していくことが大切


→ けいぞくは力(エネルギー)なり!!!








